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見直し等
の視点 

①　包括的相談支援事業　　　　　　　　　　

②　多機関協働事業　　　　　　　　　　

③　アウトリーチ等を通じた継続的支援事業

④　社会参加支援及び地域づくり事業

⑤　虐待・暴力防止の推進　　　　　　　　　　　　

①　福祉専門職の確保と育成

②　行政職員の専門性の確保

③　地域における担い手の確保

①　要支援者の把握

②　災害時における要支援者への支援

③　日頃の見守り活動の促進

①　ボランティアの養成及び登録の促進

②　ボランティアセンターの機能充実

③　高齢者の人材活用

①　成年後見制度の周知・啓発

②　相談窓口の明確化と機能充実

①　利用支援事業等の充実

②　担い手の確保

③　関係機関とのネットワークづくり

 

（２）
ボランティア等市民の
主体的な活動の育成・
支援

④　市民の主体的なボランティア、地域●
●の縁がわ、ＮＰＯ等の活動支援

⑤　民間事業者によるボランティアの●●
●働きかけ
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（１）権利擁護の充実
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誰もが意思を
尊重され、権
利が守られる
環境づくり

（２）
利用しやすい環境整備
と担い手の育成
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【基本理念】 【基本目標】 【施策】 【取組】
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（１）
安心して生活できる支
援体制の整備
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包括的な支援
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健

や

か

で

安

心

し

て

暮

ら

せ

る

地

域

の

実

現

（２）福祉人材の確保と育成

（１）
要支援者への支援体制
の強化

2
地域力の維持
と強化


